
















　　　屋上にて







　夏休みが明けてすぐのことだった。

　久留里が授業をサボったという教師からの苦情が俺のところに来た。

　俺はそれに平謝りし、そのあと昼休みに入って七尾美波が久留里を探しにきた。

「会長、久留里さん知りません？　おはぎ持ってきたからお昼に一緒に食べようって言ってたんですが」

「さっきの授業をサボったことは聞いたが……この時期におはぎは早く食べたほうがいいな」

「そうなんですよ。スマホも電源切れてるし……」

「あいつは充電をする習慣がない。電池が切れてからようやくつなぐからしょっちゅう切れてるんだ」

「あぁ、確かに久留里さんのスマホ……いっつも電池マーク赤いです！　会長、さすがです！」

　何もさすがなことはなかったが、美波は感心したように頷いた。

「それにしても、久留里さん、どこにいるんだろ……」

　少し心配になったのもあり、俺は美波と共に久留里の捜索へと乗り出した。

　女子トイレだけは見てもらい、保健室、生徒会室、ダンス部部室、空き教室と順に探していった。

　しかし、無駄にカップルの逢引きなどを目撃して悲鳴を上げられるばかりで、久留里はどこにもいなかった。

「久留里ー！　久留里ー！　出てこいどこだー！」

「会長、動物の捜索みたいになってます」

「経験則だが……あいつは意外と呼ぶと出てくるんだ」

「ベテランの手法だったんですね……失礼しました」

　屋上に続く階段前で、美波が声を上げた。

「あ、会長、あそこに……！」

「いたか？」

「いえ、靴下が片方落ちています！」

　瞬間的にカッとなった俺は叫んだ。

「久留里……！　あいつ、脱いだ靴下はすぐに洗濯機に入れろとあれほど……！」

「会長、落ち着いてください。ここは学校なのでそれ以前です。そもそも久留里さんのものかどうか……」

「これはサイズ感も久留里と近い！　それに、こんな場所に靴下を脱ぎ捨てる生徒はこの学校にあいつしかいない！」

　断言してから靴下を拾い上げ、確認する。

「……まだほのかに温かい。この近くにいるぞ！」

「そんな、動物のフンみたいな扱いしないでくださいよ……」

「とりあえず、行ってみよう」

　屋上への扉を開けると、上履きが転々と落ちていて、その先には裸足の久留里が座って日光浴をしていた。

「久留里！」

「あっ、久留里さん、いたー！」

　久留里は、俺と美波に気づくと呑気にピースしてくる。

「今日は陽射しはあるけど風がいい感じだよー」

　言われれば、屋上は気持ちのいい風が吹いていた。

「本当だー。ちょっと気持ちいい」

　頭上にはまだまだ夏を感じさせる青い空が広がっている。

　美波がにこにこしながら聞いてくる。

「会長も、おはぎ食べません？」

　久留里に会ったら説教をしようと思っていたが、急にそれが面倒になった。

「ああ、いただく」

　終わりかけの夏。俺は屋上で久留里と美波と一緒におはぎを食べた。
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